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【結果と考察】

＜化学処理物質＞ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ(PEG1540)
理由：細胞壁中PEG量を試料寸法から推定可。

：安定した不揮発性物質。

＜木材試料＞ヒノキの心材
公称寸法：5 mm ×25mm×25mm
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【実験方法】

【背景】

課題１

溶液含浸木材の養生過程の制御

課題２

含浸過程の液体による水撃作用

＜戦略＞

＜戦略＞

＜着眼＞

＜着眼＞

＜既往検討＞参考： 田中ら，材料, 64(5):369-374, 2015  及び Tanaka et. al., J. Wood Sci., 61(6):543-551, 2015

＜仮説(1)の検証＞ ＜仮説(2)の検証＞

＜仮説(1)の検証＞ ＜仮説(2)の検証＞

処理ムラにより生じる副次的問題

＜水撃作用のモデル実験と木材への注入実験＞
・実験装置とその概略 ・実験方法
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・木材試料 (管Bに設置)
：ヒノキの心材
：公称寸法：300 mm ×15mm×15mm
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・含浸木材の養生過程のＲＨスケジュール管理が重要である。
・RHによって試料（細胞壁）の膨潤状態を制御することがカギである。

・他物質に関する検討を行う。
・RH、温度、だけでなく圧力を制御する効果を確かめる。
・細胞壁中の物質分布に及ぼす養生条件の影響を明らかにする。

まとめ

今後の課題今後の展開

・モデル実験結果より通導阻害部に水撃作用を与えることは可能であると思われた。
・水撃作用が木材への液体注入量に及ぼす影響は小さかった。

・水撃の効果を高めるための改良（理論的解析と装置試作を進めている）
・温度や液体の粘性の影響を調べる。
・樹種の影響を調べる。

まとめ

・液体：蒸留水(15℃)

＜通導阻害部の液圧変化挙動＞ ※試料なし ＜水撃作用が注入量に及ぼす影響＞

参考： 田中ら, 材料, 65(5), 359–364, 2016.   及び Tanaka et. al., J. Wood Sci., 63(3):263-270, 2017参考： 田中ら, 第68回日本木材学会大会, （京都）, J14-02-1615,  2018/3/14-16
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